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はじめに

　本書は、はじめて「市民参加（ここでは、行政が主導する取組みに、
市民が参加すること）」に携わることとなった職員が、なるべくストレ
スを抱えることなく市民参加を円滑に進めるためのノウハウをお伝えし
ます。

　本書の目的をこのように述べておきながら矛盾するようですが、市民
参加が円滑に進む「万能薬」はありません。なぜなら、参加する市民は、
日常生活の中での困りごとや自らの関心事があり、これらを解決したい
という思いがあって参加するからです。
　困りごとは千差万別で、課題は地域によって異なります。中には厳し
い要求を突き付けられることもあるでしょう。

　一担当者に過ぎない自分の考えが自治体全体を代表するような響きを
持ちますから、全方位的に問題を生じさせることなく、かつ施策を推進
させるための答えを即座に繰り出す必要があります。私も、それを思う
ととても重い気持ちになったことがありました。
　皆さんはいかがでしょう。職員というものは、組織という「よろい」
の中で、決められた仕事を先例に則って淡々とこなすことには慣れてい
ても、柔軟性が求められる業務には慣れていません。市民参加型事業の
場合、丸裸の自分が市民の中に放り出されるようなものです。戸惑いを
覚えることも少なくありません。市民参加を忌避したくなるマインドが
働く方も多いようです。
　しかし、事業を推進する際、市民の意向を確認し、合意を獲得しなが
ら進めていくことは不可欠です。また、人口減少・低成長に伴い、職員
も財源も減少していく中、行政が一手にすべてを引き受け、解決してい
くことはできません。地域課題の解決にも市民参加は必要なのです。

　万能薬はありませんが、先例から、学説から、そして私の経験から言
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いますと、市民参加をなるべく円滑に進めていくためのポイントは存在
します。
　本書では、こうしたポイントを、はじめての方でもわかるようにやさ
しく、そして自治体担当者の現場の目線でご紹介します。

　本書の構成は次のとおりです。
　第１章では、市民参加を取り巻く理論を整理します。政治学・行政学
のおさらいが中心ですので、手っ取り早くノウハウを読みたい方は、第
２章から読み進めていただいて構いません。ただし、参加型事業を進め
ていく中で、その意義が問われたり、行き詰まりを感じたりすることが
あるかもしれません。そうしたとき、原点に立ち戻っていただければと
思います。
　第２章から第５章まではノウハウ集です。行政には理論と実践の往復
が大切です。先行する自治体の、そして私自身が経験した成功例・失敗
例をなるべく多く盛り込みました。先行する自治体での社会実験を糧と
して、自らの自治体に適用していくにはどうしたらよいか、そのヒント
としていただければと思います。
　第６章は市民参加がもたらす効果です。市民参加を通じて、市民も、
職員である皆さんも、必ずや何かが変化していきます。明けない夜はあ
りません。話合いが紛糾するなど混乱の過程にあり、めげてしまいそう
なときには、第６章を心の支えにしていただけたら幸いです。

　本書が、丸裸で市民参加に取り組む職員の恐怖心をいくらかでも和ら
げ、ポジティブに取り組むことができる職員を一人でも増やすためにお
役に立つことができるなら嬉しく思います。
　それでは、市民参加の大海へと漕ぎ出していきましょう。

安部浩成
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